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オブジェクトを元に戻す操作 

 

 

 

 

 

 

開発者がオブジェクトに変更や修正を加えた後、何らかの理由でそれらの変更

を元に戻し、最後にサーバーに送信されたときの状態にオブジェクトを戻した

いということがよくあります。 

例: WorldCup KB には、国を選択してその国のチームのリストを表示できる 

TeamList Webパネルがあります。コミットはすでに行われているため、これが

サーバー上で見つかったオブジェクトの現在の定義です。 
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しかし、その後、各チームの選手数などを確認するために、いくつかの変更が

加えられることが決定されました。 

グリッドに変数 &PlayersQty を追加し、対応する Load イベントをプログラミン

グします。 

 

 

この変更の結果、[チーム開発] ウィンドウを開くと、 TeamList Web パネルがコ

ミットの対象となっていることを確認できます。. 
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しかし、何らかの理由で、開発者はすべての変更を取り消すことに決め、サー

バー上で見つかった状態へローカルの状態を戻したいと考えています。 このた

めに、元に戻す操作を実行する必要があります。 

このためには、「チーム開発」ウィンドウにて、コミット対象として表示され

ている任意のオブジェクトを右クリックし、「元に戻す」を実行します。 

この操作により、ローカルで行われた変更を破棄し、対象オブジェクトを、開

発者がコミット/更新操作を最後に実行した時点（サーバー上で見つかった最新

の状態）に戻すことができます。 
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その後、 TeamList Web パネルを開くと、サーバー上の最新状態（例：コミッ

ト操作が最後に実行されたとき）に戻ったことがわかります。 

 

 


